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だんごまるめ　15㎏の米をつかいます

▲だんご

▲涅槃図

がんばっています 一人百個はとってます

だ
ん
ご
ま
き
四
年
ぶ
り
に
復
活

コ
ロ
ナ
で
中
断
し
て
い
た
活
動
が
や
っ
と
再
開
で
き
ま
し
た
。
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寄
付
金

令
和
五
年

 
七
月 

松
戸 

柳
正
太
郎
殿 

一
五
万
円 

　 
相
模
原 

酒
井
洋
次
殿 

一
〇
万
円

 
 

新
潟 

馬
場
久
一
殿 

三
万
円

 

八
月 
所
沢 

春
日
　
明
殿 

三
万
円

 
 

十
日
町 

酒
井
啓
作
殿 

三
万
円

 
 

孟
地 
柳
　
庄
一
殿 

三
万
円

 
 

苧
島 
石
田
か
お
る
殿 

三
万
円

 
 

山
谷 
柳
千
江
子
殿 

三
万
円

 
 

孟
地 
柳
　
　
譲
殿 

三
万
円

 
 

新
潟 

柳
冨
士
雄
殿 

一
五
万
円

 
 

山
谷 

柳
　
　
賢
殿 

三
万
円

 
 

石
橋 

長
野
和
明
殿 

七
万
円

　
九
月 

山
谷 

柳
　
敏
浩
殿 
五
万
円

 
 

鐙
坂 

酒
井
　
正
殿 
三
万
円

 
 

山
谷 

柳
　
健
一
殿 
五
万
円

　
十
月  

小
泉 

馬
場
俊
充
殿 

五
万
円

 
 

十
日
町 

古
澤
有
三
殿 

一
〇
万
円

　
　
　
　
　
十
日
町 

庭
野
恵
一
殿 

五
万
円

 

十
一
月 

孟
地 

柳
　
隆
夫
殿 

七
万
円

 
 

孟
地 

山
本
一
男
殿 

五
万
円

 

十
二
月 

田
沢 

高
橋
昭
紀
殿 

三
万
円

 
 

十
日
町 

酒
井
啓
作
殿 

一
五
万
円

 
 

千
手 

阿
部
秀
人
殿 

三
万
円

 
 

千
手 

平
野
喜
代
殿 

五
万
円

令
和
六
年

 

一
月 

千
手 

平
野
一
幸
殿 

三
万
円

 
 

松
戸 

柳
美
知
子
殿 

五
万
円

 

二
月 

山
谷 

関
口
茂
一
殿 

三
万
円

 
 

小
泉 

小
澤
　
茂
殿 

一
〇
万
円

 
 

石
橋 

丸
山
国
章
殿 

五
万
円

 

三
月 

十
日
町 

柳
　
和
彦
殿 

三
万
円

 
 

山
谷 

柳
　
一
夫
殿 

七
万
円

 
 

山
谷 

酒
井
正
志
殿 

五
万
円

 

四
月 

稲
葉 

丸
山
一
二
殿 

五
万
円

 
 

小
泉 

小
澤
雅
晴
殿 

五
万
円

 
 

千
手 

平
野
喜
代
殿 

五
万
円

 

五
月 

山
谷 

柳
　
聖
人
殿 

五
万
円

 

六
月 

小
泉 

馬
場
　
満
殿 

五
万
円

 
 

品
川 

馬
場
敏
雄
殿 

五
万
円

 
 

小
泉 

小
澤
セ
キ
殿 

三
万
円

石
塔
開
眼
供
養

 

高
山 

柳
　
　
久
　 

殿 

　
　
　
四
万
円

永
代
供
養
料

 

仁
田 

丸
山
　
𠮷
一 

殿 

　
　
三
〇
万
円

善
神
堂
仏
壇
納
骨
施
設
使
用

 

千
手 

平
野
　
俊
二 

殿 

　
　
三
〇
万
円

永
代
供
養
墓
使
用

 

千
葉 

石
澤
　
祐
一 

殿 

　
　
二
〇
万
円

 

新
潟 

渡
邊
　
明
彦 

殿 

　
　
二
〇
万
円

 

千
手 

平
野
　
由
隆 

殿 

　
　
　
五
万
円

 

十
日
町 

柳
　
　
和
彦 

殿 

　
　
　
五
万
円

 

東
村
山 

寺
谷
　
幸
枝 

殿 

　
　
一
五
万
円

 
大
田
区 

長
谷
川
泰
子 

殿 

　
　
　
五
万
円

春
秋
彼
岸
、
お
盆
供
養

 

平
塚 
丸
山
　
早
苗 

殿 

　
　
　
二
万
円

 

静
岡 
平
野
　
雅
弘 

殿 

　
　
　
一
万
円

 

小
泉 
馬
場
　
ナ
カ 

殿 

　
　
　
一
万
円

 

大
津 

柳
　
　
朝
子 

殿 

　
　
　
三
万
円

 

印
西 

馬
場
　
耕
二 
殿 

　
　
　
一
万
円

 

足
利 

柳
　
千
恵
子 
殿 
　
　
　
一
万
円

 

新
宿 

中
道
恵
美
子 

殿 
　
　
　
一
万
円

 

宝泉寺の歴史
本堂拝観
十六善神
二千年蓮

本葬儀
晋山式
2006 年の豪雪
2008 年観蓮会

墓地
宝泉寺報 

「十日町市宝泉寺」と
入力して検索すると
宝泉寺が出ます。

ごらんください!
宝泉寺

ホームページ

41、40、39、38、37、  
36、35、34、 33、32、
31、30

宝泉寺梅花講のご案内
日時　毎月第一、第三水曜日
　　　午後二時～三時半
・いつからでもお気軽にご参加ください。
・八月五日の施食会と檀家様宅のお盆の
　お経は、予定通り実施します。八月五日の施食会
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が
お
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
係
者
が
地
蔵
様
を

建
立
、
お
守
り
し
て
来
ら
れ
た
も

の
で
す
。

当
時
劇
団
ポ
プ
ラ
社
長

　
町
永
義
男
さ
ん（
東
京
）の
お
話

　

当
時
、
秋
田
県
に
住
ん
で
い
た

亡
く
な
っ
た
方
の
ご
両
親
か
ら
、

事
故
現
場
に
お
地
蔵
様
を
建
て
て

ほ
し
い
と
の
お
話
が
あ
り
、
供
養

の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
仏
様
で
す
。

　

そ
れ
以
来
、
毎
年
供
養
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
あ
の
時
か
ら
四
十

数
年
が
過
ぎ
当
時
代
表
だ
っ
た
私

　

昭
和
五
十
七
年
六
月
十
六
日
午

後
、
東
京
の
「
劇
団
ポ
プ
ラ
」
の

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
新
潟
ツ
ア
ー
が

終
わ
り
上
越
か
ら
東
京
に
帰
る
途

中
、
国
道
２
５
３
の
樽
沢
で
カ
ー

ブ
を
曲
が
り
切
れ
ず
20
メ
ー
ト
ル

崖
下
に
転
落
。
劇
団
員
の
二
十
六

歳
の
女
優
が
頭
が
い
骨
骨
折
で
死

亡
、
六
人
が
重
軽
傷
を
負
う
事
故

　

宝
泉
寺
の
前
庭
に
一
体
の
石
仏

様
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
七
年
に
起
き
た
交
通

事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
供
養

の
た
め
、
現
場
付
近
に
建
て
ら
れ

て
い
た
も
の
で
す
が
昨
年
六
月
、

関
係
者
か
ら
依
頼
が
あ
り
、
当
寺

で
お
預
か
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

宝泉寺の仏様〔３〕

新しい石仏様

 
交
通
事
故
の
犠
牲
者
供
養

 
　
地
蔵
様
を
移
転
安
置

も
七
十
三
歳
を
迎
え
た
の
で
、
今

度
は
安
心
し
て
お
任
せ
で
き
る
お

寺
様
に
守
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
し
た
。

　

昨
年
六
月
、
宝
泉
寺
住
職
さ
ん

に
十
日
町
市
樽
沢
に
あ
る
お
地
蔵

様
を
お
寺
に
安
置
し
、
供
養
し
て

頂
け
な
い
か
相
談
し
た
と
こ
ろ
快

く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
六
月
下
旬
に
事
故
現
場
か

ら
宝
泉
寺
様
に
移
転
安
置
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
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寺のまわりの花

ウツギカタクリ

カキツバタツツジ

アイリスツルフジバカマ

甘茶ショウブ


